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	応用
	抗原情報
	背景
	カスパーゼリクルートドメイン（CARD）は、6個または7個の逆平行αヘリックスからなるタンパク質モジュールです。CARDは、非常に特異的なタンパク質間ホモフィリック相互作用を介してアポトーシスシグナル伝達に関与します。他のいくつかのCARDタンパク質と同様に、CARD10は膜結合型グアニル酸キナーゼ（MAGUK）ファミリーに属し、BCL10（MIM 603517）を介してNF-κB（NFKB；MIM 164011参照）を活性化します（Wang et al., 2001 [PubMed 11259443]）。[OMIM提供、2008年3月]、注意：SH3、PDZ、およびグアニル酸キナーゼ様ドメインを含むと推定されています。しかし、これら3つのドメインはいずれもPROSITE、Pfam、SMARTでは検出されません。,機能：BCL10およびIKKを介してNF-κBを活性化します。,類似性：1つのCARDドメインを含みます。,サブユニット：CARD10とBCL10はCARD-CARD相互作用によって互いに結合します。両者ともMALT1と複合体を形成し、MALT1はBCL10に結合します。,組織特異性：成人の心臓、腎臓、肝臓で検出され、腸管、胎盤、筋肉、肺でも低濃度で検出されます。胎児の肺、肝臓、腎臓にも存在します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CARD10抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CARD10抗体を用いたHeLa細胞および293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CARD 10ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

